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フランクフルト研究所の人々

カール．・ウィットフォーゲル

馬　場　明　．男
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1．工一 明星大学社会学巨二．こ（

促進三せっため二立っ．“」　’；．．ので’cくそ’つ大部分

は高利貸資本ヒして法1ヒきれて，中国⊃大衆．つ

言取手段となって，中口大衆b．虞困に拍車をう・

けら1いニヒ1．・われて’．・；：－1，・つ．二わが国に’．大

．工・つころとり昭和．つころ三で，貸村問題ぶ活気

を見せていた”：，そ⊃．重要㍉≡会問題として指

摘できる・1，のの一つに同じよデニ高利貸資本す

なわち畏民負付《がちっ二，）［Ulii　陸三野学やJni倶

津南llll：．『、よ村［．；題研完二二∵二こ・．’）方面z’t1）

亡．げ二．・た・．：、÷に示版．“．多’．’　’：，．であった、同

じような中国で”．，ゼ1大1ヒL，こうしたこヒが中

：ヨ　，㌧二代化乞ll．！ヒしご　．つで㌧った。ノリ斎奇カー

ン．⊃三列強　，　Ji（1　iJl：1二た．一．．；一’“、’：ミ資二　⊃ような名

三1－．．’　・ptこが，実際句にいうヒニジ⊃本工’を見

うと，中i可い㌶隻な要因がちって，これヒ結び

ついた．t’ト国資・には高利貸資本tなって大衆）収

奪に没」：・っ，：．ソで．㌧っ1二二乙は：．9’Jコ汀究に軍乞

寸っで∴こ二き，最三多く．1㌧」味二もって］・緬

乞書いた㌧　・は，こうした問越意識を訪ゴ，E．つも

とに試みた中i」ヨ高利貸資本．つ研究でちった」

　こうした川題を研究し≡こ際二生まれた．．つ

が，Eこ1工」占刊行会から1ミ刻本として出版し．ご

rlコ：㍉口遠文．い詳呉」（昭和16年）と「中国政治

経L，干二」（川有118年）で㌧った．、とくに前昔

つなかて，．’時私もアジア的生ここ蒙式．’，育に・｛．ti別

⊃認心ご払一．・て4＿’／・，々な文iこ乞菟三し，それらを

⇔と：二該問題を‡日当口≡く研ノ「ピし）こもつ一て、㌧っ

たこ．弘が刊用し、た’）⊃に尾崎秀ノミ，1；こ沢修二，

清求る光，ゾ伎丈夫，壬谷克己，．佐久達雄，早

：‘1二〇，閂撲，銭亦言，コブアレッ・ラ．イハル

ト，　ウイットフt一デルごど・つ三書こ三．）っこ：／

II　カール・ウィットフォーゲルの小伝

　：弐前から中国の研究家として口際的こ知られ

・’：カー・レ・ウイットフォーデル㌧士は，19世紀

；終ろうとすろ1896年ドイツ⊃ハノーヴァ．りIi’

田舎フォルスタースて生れたごこつ町．つ小学校

N〔〕．1

教師一’㍗つ．♪こ父‡豆が二『ミ㌘、∫ぼた三う，口処：・ら

Lifneburgに移った，此処て彼＝ジムナジウム

1こそニテ・く　ヒう：こなっtこご　ドイツ∵う若者元ミ『1－一・ミー：二そ

うてち三ように．言人ニイチニ㌧ら，二、化i’受げ

t：、ウでノトフす一デルばライプチソヒ大’三二

入学し，此’迂てウイ・レヘルム・ヴントとカー

・レ・ラソプレヒトに学んだ．ライプチヅヒて有

名な；土会主．三討．薪ヨで．tr、ろLe三pziger　Volksze．

itung　二；己んだ”i：、　／三1ここ．一）Efl；　ij：二．三i：ヒ会主．、：三

．警、，コを受，t容れなかっ二。19．　15　ilミ＝ンヘン．二

π多った．工処て彼が．’2強した㌧つは美学一∴：：t：学

でちった　さらこウイソトフォーゲ，L一ライフ

チノピニ㌧べ’ンリソ大学二移っtir当旨べ1レリ

ンに：こヘー一”　’L全笑を絹穿しt：ゲオ’ング・ラン

ソン．が．・’こ；ヨーロッパ．二1’！一次大口1、冶．1　・，

た二っ1916年父煙ノ死とと∴：二，　ウイソトフ・〕・一

デルは更：こロー．ストソク大”：：：，二つって，巳．工て

学業な完げフ．．こ1になっ三，二㍉寺＝．1：，ノ『2は

経済史家コリチャード・ニーレンブル（ユ857－

1901）　1う・　っ｛（t会不斗学をti；：．．：．ミニ　ヒ　ーt教．三’二）Ji　1．撒こ．。

　ヨーロッパ大浅は1917．∵1籍［iiしf：，こ．ジ浅箕

はPシア’げ：－N’に手命二こ㌃こらL．た。　ドイッ1こ’．

ご文しい［勺；『Lが吉）っf：　’：　ドイツニ；±会三主．”t　（S

PD）は．分．パし，独立辻会民主二ぷ苛しく成立

した．ウイットフォーデル：．こ191S．年こ．つ政1±iこ

加わった，1±会艮主三『・うら‘一；左で二、っ’こロー

ザ・ルクセソブルグやカーシ・リーブクネヒト

やスパルタカスニ肩した人kは浸さぶろ1こ至っ

た。

　ウイットフt一デ．し」ベルリン大学二学ノミを

継続し’．：’、・t：　tきEdward　N．leyer，　Ulrich　Wi－

lken⊃教えとうけた．．、．i．111上三学⊃：二言∠：：ぎ．・

たが，ベノレリソ大学ではアルフレッド・ブイア

カントぶ教1市を執ってい．た）て，後．r1．｛三：こち

出席した，

　1919年第一コ・つ社会主芸学生会議が閑．1・れた

とき，ウイットフォーデル．らこ．つ会合こ3加し
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た，二〇会合が，スイスで催されごとき，ドイ

ツ．Zliド（云．）一人とL．’：ウイソトフォーデルも参

力1］した、二．つとき，ウイットフt一デ1ン：ミドイ

ッ．㍉え名なマルク．ス主，言者て、ちろカーノン・コル

シュ1’：t’：1り合った：

　コ！ンシュは192317一こづ「マ・ンクス主㍉と哲

∵＿　t．＼う一’‘’書：’i書’、・た1バ，　二れニナ工受三・：L，

わ1三1二1にt；．，大き；二ご．”fぼを与えt：㌧．つで’．った：

わ．・コ方藁災を三ったころドイツこ留二してい

た多くの留学生⊃うち，こ⊃コルシュ．り家：：出

入：1して息想的一北を！衰ったようrf　’った，こ

ノ同．）消息につ．．、てikt（田洋敦：」2・r）「マルクス

主X入門二（光文社）が1云三ているいて，此処で

は触れないこヒにしたい。

　コノレシュ．）　E：一：いた「マしク．ス主ぺ．二哲学」は

カウッキーら二批判され三ば∵〕か，’ンカーチ

の「歴史と階つヒ意司」こ1司じようご主一i主義的

1言「自］と二して、　J”iく］：！ヒ半dさII　．1ところとr㌔っここ一

ドイツの情勢⊃変！ヒとtこ．，二、コ・レシュニデソ

マーク：二亡命しtこが，巳処で言きつづ．÷ていた

「カール・マルクス」t，　1972年二妻：」」涙さ二；≡二。

　更にウでットフオー7”，し．は中匡に二究家で：）う

ユドワード・エルナスニ知ってV一ら，中己研究

を古『”1一的なパ1；・iピ・・う自コつ三際巨］這こ．㌃完を向

：÷ろこう：こなっ．）i－

　1922年，ライブチノヒて三二口⊃＝会主三学

主会：義’デ1田1崔：1：れ．三tき，フラソッ・ボ’ンケノ

ウ，シュレジンジャー、フrY一ガラシな二：ご知

一．佼会がちった、こr竿にウイットフす一デル

：）「ブノレジョア土会⊃料学」ゴ説稿きJ：、て．．x

’：。これは「マルクス科学巨会」⊃タイトルて

昂、．尺きれてべる／，

　ウイソトフォーゲ’レつ社会科学二は，マルク

スノ，ゑ．，；㌧三ることながう，一マソクス・ウェー

バー⊃思怒にも貞うところが多かった、少くと

5ウィットフォーゲルはヨーロッパ⊃都市とア

ジア⊃’都市．つ比較研究をするにあたって，ウェ
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一
バー、．，已較研究方法に．ころ㌧　か．多、つ’：，／

1922年，　ウイノトフ’t一デルは．；．1行ヰ1にソ元圭．つ

マルクス主美’）父と’．＼われ一：1．、．フ．レハーノブ

：＾ 三マ，L　7ス1：z⊂根本17」1『ヨ」．＿．．．☆㌧て、深1．・

Ll［．を　　÷た．ミう（．t）っ．た．．

　ロシア．1．’　；　一マンクス主”．、．’先’：三灼乏害1］を

演じf：プレハーノブ：ミ1918羊フfンランド．つサ

ナトリウム・”吉去Lニスターリン「二1心つソ連

一でIzkフ．レハーノブ．こ1三．く’‘三：’［lli三｝’」：∴：，．スター

リン死後．『．〕ソ連てはプレハーノブ．ぺ琴び高く：7

｛【ldiさぶノ》　lcう．こLrっ．；こ．，1963　ti　l，二1日、てさii．し三二ノミ

ロン．『．）「フレハーノブ」（Samuel　H．　Baron，

Plephanof：the　Father　of　Russian　Marxism）

は，　プレハーノブr．）！艮包il均ラ巨■：，辿’）べがrJ），

ユ9世紀20世紀にか：ナ・：．’）一麦云lll；〕1’、・ロシ・ア．っ

：麦｛寵な社会的政治n勺、渚旧．口：こ焦∫㌦二’i今わせ，　そ

つ時代．つト、＼くつか一つ側而ご克明に；写したコプ

レハーノブを論じたバPン∴、芸’二．二こ、近来まれ

∴こう、る・）’5’f乍で．ちノ⊃う⊃　：；っ∫う：Jj　lこt．「召有1・つ辛u期よ

り，こ「）「マルクス主べ∴］本illj亘」ヵミ郡訳さ

れ，わが国⊃マ・レクス主；こ口二．つ㌧三ミつ上：こ役

立ったら⊃て’1：ろう：またブレハーノブ．り史的

一
元．㌃≧ど，よ止会学二学．三1　’1．つ二有獅s参考文

’．〔となって．．’ろコ　こ．）プレノ・一ノブ「i　j・］ったウ

イットフ”t一ゲンはプレハーノブ．一「．∠多（・つ思

忠と受ぶし，臼己こらこ．．、〕体系をつく・1丁ノ．ずごと

いうべきて．リろうご

　第一∴ヨーロッパ大㌦後⊃ドfッ　文治経済

つ諸情勢，急1☆∫三1ヒを示した1922．享ごろつド

イツマルクス主る，日、已つ発一三，k，一つ．つ重要な

弓司ご．示し’で、1・　t：，こtt．）ころドイツて、ニマルク

ス主美・り研先熱が高まっ’：い≧こが，当三寺．つド・イ

ッ（名一’fが言かっ二こ口、1：家：ミカーウ・コルシュ

とデナノレク・ルカーチで．ちっ“：．’レカーチつ

「竺史と階級意識」は，若きルカーチつ理論活

功⊃集大成でちる。これ：こ以前から⊃著咋つ体

系化以上つもつで．ちる。すなわち，そ．；1い概



　　　1（，－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P：i　三三　ジミ　．・ぐ：

念鷺成二三丈的素材．二戊笠かさに≧こいて，二れ：ミ

行∴恩ご的発展の新段陪を三し示しで，ゾ，こ

　二人．rドイツ⊃マルクス主芸者は所：コご三欧

マルク．7・主享こご＿というレ・ソテら二二ろ／i1、ソ

ガニート・マ・L．クス主義考た㌔1・・’lr，　，三二吉；⊂担

㌣＝・．一・
　　ウfノ　ト　．f一クゴル、よコノレシ＝　1こ一，1；1交乞紅；

んたよう、二、㌧カーチとら却Lくなったが，し

かし’L・『う一t一こウイットフォーゲルニニノ＼一・思

二㌃内三．二ご一ちlj．るしい相逢つちっ’：、二｝b

ニー．Lifて．”二、社会二．；・学者てちったウイソト

フ．t一デ’L．．1．’：カーチにこ一って．rl・「．ま1’二三証

．；三三，．三て＝・．”i。これとは反だに，んカーチは

らイソトフ．7．一ゲル．：二とハて二づkl、に1言三白U

二1’　・，た：ユ924午，ウイットフ・1・一ゲルニ「ブ

・レジュア智学⊃互1更」（Gesch三chte　der　BUrger－

lichen　Geseil＼chaft，19　24）　を著わし二、本．套二は

！三々；≒1三二言：：　だ1ジ，　．、・っ’t，ltL　．IJi’Fsされ三三ここ＼：二三三

≡㌔分な二．．1”ニニ，昭和10午：｛弄巳三ミ長つで「肯

二≡会三二一二・下）という懸名て叢文輩から

出F’．ミさJ｝’．：’：　口艮三］二会叉．⊃研究にはこれま（ア

ダム・フーヶ’ソソ1．・文口こが知られていたが、斉

島．－；は資重∵文！；1として広くご三れ’：　’；ン∴’てち

つた、二．つ．：〒二∵つ下≡にウイ・ノトフrl一ゲ・レヒ

そ交、∵二．．こ三二二≡太艮；二㌧：上二1：二こ文⊃パ文

：：：1．7tご＝．．：1，・t：、昭和2一二以来二支二j［：．；泪建1

㌧三1一二つ中：了：㌘1系∴論文．こよって，わが

［9：二云コられ’．’．よう：こlkったウイットフす一デノレ

1．三士ぶ、二∴二るドイツの政治迄力を握ったナ

チニ言こ）J．プラーデルに禁足さぶて．．・ご⊃て．tt

　　ノ・、　∨　ン　プノ　　う．一三た．一　し　　　一’≠”i’　㍉　ニ　ー；・”－z・・．　　r．．＜三

つ　＿＿　＿　＿，　・込＝さ．・一．sつ　＿tンk”t－’ノ・・tt一二．　　、．’

っ二，三三巳士⊃巨．つ一亡巨二二二に引Eし二

　　「原三者ウイソトフオーゲ㌧は，わご二．｝∵う

　古1．、友ノ＼で∴る・s大戦後（第一次六のフ：P

　　レタリアード三巽ヒ共に不：’1〒：二思：三的に学

　問二二ご三ご・：：．三去にひごつづいて労信さ：ll

へ’ ≒・：ll：二三紀≡　　　　　　　　　　　　　　　　　べ／一．・1

　　たかれ二芸多．二労｛：’1二ほこ∴ビナベてが1三ll㌻

　　三れて，古くからF；本．1硫考に奉；三Lまれて来

　　た，　．、三ラーデル．二㍉IL込∴｝ら：担二1、・Fi二伝

　　べられる啄著若∴　二『lll．；に｝：ニニ・≡三．七『：＾

　　がこな1．・で三．rll－’，三二．二1：言ヒ共に．一ご1　’1．

　　，L（そ．7．，；Z∴来ノ：二二’t　．t・乏：ノ㌃二ri・る一

　　c市民社会史二云）

　　第一次大江後，ドイッ∴帝乏支記，二’L．．ろく∴

日壌しごが，そ．つ後ドイッニ㌃羅．づ道を㌻て，

－
rご共言1体1≒】が生れ・二，　二．ニドイツ．つ；二民．t’1㌃

巳11：lt’：’にそ済的三ミ・三㌘三したフラソクフ・L

卜・アム・マインは云治的二tt中心i’1二．ごっ

た／’1922年にこ．．フランクフ1ントに社二会研究9：千

：∵〃‘1口された（富ユ言±1：i；1芸授一i”1　r5il念こ≒文そ「E

代社会と人筒の課言二ll；㌃∫ニニーノニ・ウィットフ”i．一

ゲル　そつコ想と軌三．二う：：．；）、

　　1925年ご’：．．．一．二｝．llさli二、　IJ，：ll・．；’織争以宗，〇三二

1：・二．てに三L・う：∴、、・｝こ，ノ：．半封こ1：こ享．Lニニミニ

的三家ヒ㌧て，三ぞ．・二じてf，ftを保っ’．：い三

㌧，；；」：三．⊃大衆ばようや・：資本土主．『．・≡二．．・ら

Eli三：’、つつちつ⇒：：二．1．・当沁∴中口．．川1了巳ご示

『L と1925年には中「：．二大紅｝了にはストライキが

弓1：二1．、rこご三二っ’：．一；こ，　i！．ミ．：’：一ヒ汀三：こちっ：’1ローiSZ

で二績工三二，次冑一て三；1き．1　：’った1］，　1．　J’1㌧二：三

工二に，更．二天津．∵1｝六≒二工二に六∵う：．1⊂．

罷：宍1∵発生した三　Pシ7ゴ」ifll　i；一ンーニン．k、

1’［・1－1；．り大：ニミ三動1ハ1｝ll三二∵，：．：：丁こ三廿．’1’要日二な：㌧⊃

つ㌧ることを強調して’．／　’”こ（措三「P国政；二ご三済

年fl」匡≡刊ii一三ミ版参ll：；）ご

　　

フラソクフ．・レト1☆三：1．1．．．1『iJi’「＼：．uくゲ㌧ラソハ

ニ：36．、1　li．う三三てこモ三”・1’t　三二こ∵、．　1二こって二｛．ニミ三　．し一”：

三こなっt：．：シニニーストリ’フ，マ・レクス主芸．二．

父二㌃せられてい・：’i　til－’L・グリニンベ「ングて

　　’ンつ．＿一

　　こり研究弓を二二L／tl『ノはフエリックス・ワ

イ・ンというノ＼で：；：．．つ「二．二，　二・こンノ＼で父．”’1へ・ンマ

ソ・ワイノンは，巳÷．二．三トこ三Lこ，こ・か二）：二三こ二，年三ミ
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12万マ㌦クつ経費を研究所つ運営費にあてた。

こ・r）研究所は最初フエリックス・ワイル研究所

と呼んだらという意見もあったが，結局，社会

后究弓㌣　（lnstitut　fUr　Sozialforschung）　と二〒ホさ

れろよう：二なっ”：，こつ研究所つ創立老ワイル

iウイットフ≧一ゲ’ンと：よ暁1懇つ間柄で室）った

が，ウイソトフt一デ・レニ早くから入所を要請

されたが，実際に参加したつは，創立後8年が

窪過してからであった．

　フランクフ・レト社会研・究所の所長となった

カール・グリュンベ’ンクつ指導つもとで，ウイ

ットフす一ゲレ、；1：．・享士論文つ執筆につとめたの

てちった，彼．つ論文うテーマは「中国の経済と

社会＝アジア的な一大隻業社会にたいする科学

的分析．つ企画、と1．二そつ生産諸力，生産．つ流

這過程」てあって，こつ論文はフラソクフルト

研究所から1山版ナることとなった。この著述つ

巳言：こ書いて≒ブ：．ミうご，こつ力作が生れたつ

はフランクフ・しト≡会研究所○絶大な尽力であ

ったこと’i”強調’・て．・た。しかも「二つ科学的

労作にたいし，同研究所が与えられ三多年に亘

る促進と英断に」こいし，感謝を表すことが私の

美務と考える」ど、つて，ウイットフオーゲル

は三びを示しで，1・　」こ，；叢密：こいうと，こ⊃力作

，；、マルクスr ㍍’芝方法とウェーバー⊃それヒ

ニ結合しヒニニ「．て」／三＝こつことについてウル

メソもマ㌧クス＿・1・ニーバーつ遺圭を結びつけ

＝二こヒ達＼て．‥こ（こ「！men，　t／1．e　Scienee〔ザ

50cゴ6妙，　p，104），研究所が正式に発表した著述

は，ウイットフt　一　Y’ノレつも・りばかりか，高い

ぶ準つ巳論釣なこ，）としてヘソリク・グロース

マンつ「資本主美ば田二おける集積と崩凄：r）法

三二（Henrik　Grossman’s　the　Law　of　Accum－

ulation　and　Collapse　in　the　Capitalist　System）

とフリードリッヒ・示ロックの「ソ連邦におけ

る窪済的計画にお：÷る諸経験」（Friedrich　Po1－

locks　Experiments　in　Economic　planning　in
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the　Soviet　Union　1917－1927）なども相次’．’で

出版された。

　ウイットフt一ゲルが中国関係の研究に専念

しているころ，ナチつ勢力はいよいよもりあが

り，ドイッう進歩的知識人は相ついでドイツか

ら海外に逃亡するこヒを余儀なくされた、二れ

ら知識人⊃一人てあるカー’ン・ヤスパース．つ弟

子ハソナ・アレソトはアメリカに亡命し，此処

で文筆活動に従事したが，その作品．つなかに

「暗い時代つ人々」（H．Arendt，　Men　in　Dark

Times）がちる。こ⊃言葉はブレヒトつ有名な

言寺「あとう・ら生まれるひとびと」から借用しt：

つで5るが，そこには混乱と飢意，自殺と虐

殺，不正にた’．・すろ黍動と「悪つみがちって暴

動の存在しな’．・二と」への絶望　　（「暗い時代

の人々」はしがき）更にスチュアート・ヒューズ

⊃「The　Sea　Change　　1930－1965年．つ注会

思想つ移動」もドイッ⊃知議人．りアメリカへつ

移動を書．・二も⊃でちった．とくにヒニーズは

こつ著書：こお1、・て，社会研究所つ後期に寓する

すぐれた所員てあるホルクハイマーとアド・ンノ

に関して大采社会の批判というテーマて書いて

いた。1930年代ドイッからアメリカに渡っご人

々つうちで，マルクーゼやフロムも，ウイット

フォーデルも同じ運命を辿ったも○であった

（マルクーゼ，フロムに関してに1981年の明星大学の

人文学釜の紀要所載の拙蠕参照のこと）。ウイット

フォーゲルは，スイスに亡命したが，再びドィ

ッにもどったとき政治的活動を行ったという理

由で逮捕されたが，夫人とイギリスの経済史家

トウネイ教授○尽力で，ラーゲルから釈放きれ

たが，1934年9月アメリカに亡命，爾来84ま”⊃

現在も元気で活痘しておられる，

　ウイットフォーゲルが，ルカーチ，コルシュ，

ブレヒト等にしたがって，イギリスに行っ二の

は1934年の1月2日二つことであった。ロソドソ

ではルプレ・ハウスに関係をもつことができた
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し，大英博物館・つ読書室で間覧する便宜を与え

られご，彼はドイツ．㌧らイギリスに逃れろに際

しても中同や口本こ関ナる資料はドイツから持

ち出十ことが許されだ元1，しかし大狂な研究資

料は，戦時中空襲のため悉く焼失してしまった

⊃でちっナこ 　（G．L．　LTIinen、　tl｝e　Sclencc　of　So一

ε∫め14カ，171参口），

IH　近代におけるヨーロッパ知識人の中国観

　昭和2午にウイットフt一デノレー・ノrlコ〔司に関す

る最初う菩書てちろ「支那：よ目醇め行く」か

ら，第二次世界大戦．⊃激化した時点撒で，彼つ

主だった言述てわが「司に翻訳三れ三；引乍を鰭介

すろと次つ道りでちろ，

　昭和2年　支IJI｛1は日醒め行く　　白揚社

　昭和4年　孫逸仙と支罫1革命　　永田書店

　昭和9年　支司1⊃経済と社会（一ヒ・下）

　　　　　　　　　　　　　　　中☆公論辻

　昭和10年　支郡経済史研究　　　　叢文閣

　昭和14年　支部社会つ科学的研究　岩波書店

　これら・う文言以外にもちったが当時私つ蒐集

した中国関係つ文ξ｝こはすべて戦災で鳥有に帰し

ているため，残念ながらここに挙げることば

できない（拙ξ「中国間琶文献言呉」国書刊行会参

薫），

　ウイットフtrゲ，レ⊃浩渤な著述・りうち戦後

漸く入手てきた二つは「支那⊃経済と社会」（中夫

公論社）ヒ，戦後中口閲題が再び盛況こなって

きたころ，ウイットフォーゲ・レが戦後書いた力

作である「東洋的専制主羨」（Oicentl　Despoti－

sm，1957）の邦訳書（論争社）てちっt：：少く

ともこの二つつ菩書はウイットフーt’一デルと中

国社会の研究にも不可欠な文弐として無禰てき

ないものである。

　最近，アジアとは何かという問題が，とみに

もりあがってきたが，ヒくにアジアが列強諸国

家の植民地となり，資本主義的収奪つ対象とな

No．1

っていナこ19世紀に，こ・つ問題が論ぜられるよう

になっ二きていた。植民地化されごアジアに関

し，ノ＼類学、比較社会学，比較宗敦学，民族学，

文｛ヒ人顎学ちしくは地理学などが霊況を帯びて

きたうぱ，列強諸国によるアジア・アフリカこ

たいする研究が，この国つ植．民政策⊃発達と苦

澄な関係がちろというべきでt’ろう，河えば

G・・レクレー・レの「人類学と桓艮地主義」（An－

throt）ologie

　et　CoEon三　：（ltio？1）1，　

t＿，　・／’ノ　ド：二関’C

ろ研究でちったにせよ，二つ竺ゴニ中で匡開三

れご理論∵、中国に関して1’‘妥当できろ三∴こ

いえる。・レクレールは人類学が櫨民地主ご主うら

生れご学問であることを強調していた．うでちっ

た，しかしながら，今日で二多少三t事情二異

っごものとして発展したというべきでちろう．

　ヨーロッパ人がイソドやシナなど，彼等とく

らべ文化的に著しく相違L’ゴ、間三：竺んでいる

世界に艮を向：丁たつは，相当言い巨司でちっ

た。とくに中国について関心：払った⊃はアリ

ストテレスであったといわれ．：．・三，Lかし具

体的には発見つ世紀と1．・わ．亘て．ゾ16世紀ごろ

から東方つ見聞録が書かれE三㌣：二った。17

世紀になると，オリエソトに関ナ三三細な旅行

記が一種つブームとして出賢さいた∴でちっ

た。例えば，そつ後マルクス幽：：引合ご出して

いるフラソソア・ベルニエ．r｝　i：1ミ行記てうった、

彼はコルベールつ政策にたいし東方．一，‘事Urか

ら意見を具申しごといわれて’．・　・7：＝三こPiere

Bergeron　lr：）著書を這じ東洋㌃三≒］主美⊃概念

がヨーロッパにもたらされたbさぶて＼ろ。

　京洋的専1罰主義：つ概念7パ，　ヨー＝ノパ：こ伝わ

1），　ヨーロッパ諸国でとく二竺弔さ．ご二⊃はフ

ラソスであった：’フランスで絶対主美的専制が

支配したつはフラソスつ・レイ14世ご寺Kてちっ

三。マザラソとルイ14世・つ政治三達当こ天現す

るために専制政治というギ戊シャ≡三隻［9t一れ

た・つはこの時期でちった。二rデス吉テイズム



March　1981 フランクフルト研究所の人々

ピ．・う言芙が，実際こ政治的論文に使用される

ようになった・つは1703年つピエール・ベイルーつ

R6sponse　aux　Questions　d’un　Provincialつ中

でちった（」・farian、∫α㏄，6r，－Va　rxis〃l　and〃le

Qitest．ionげthe．4si‘ltiC　Jfo〈Z6，　Z・．13）こつ専

制主義という名称に適した君主といわれている

ルイ14［！』は1638年9月5日サン・ジニルマン離

宮に生誕し，1643年5月14日国王とな：〕，1651年

に成人式な挙げた。1661年宰相であったマザラ

ンが世に去ってから，国政を手におきめた。こ

）　・Jレイ14世がフランス王国⊃絶対主芸的君主と

なる二⊃1こ＝可謂リシュリューとマザラン時代

につ’．・て知る必要が、ちる。この二人⊃かずかず

につ1、　・ては1978年に川版さ］tた名苫てちるリチ

ャード・ボソネイの「リシュリユーとマザラソ

下・つフラソスの政治『ij変｛ヒ」（苗c12αプ∂Bo7批y，

Poli．ticαL　Cha？tge翫Frαnce　U？uler　Riclzcl・ic’u

and．rNfaL”aran　1624－1666）が，“・っとも該樽

な研究論文というべきてちろう，こ⊃書：力．つ目

的は，1624手以後リシュリユーにより等入さ

れ，マザラソまで継続したフラソスー）政治的変

化について情看な1罷史的芸実を工べることにち

るといっているように，こつ二人．一ノ宰相による

時期こそフラソス，）絶対主義の発暖にお1ナる決

定的な変窺過己てあることを論じた」、、つであ

る。ヨーPッパに≡く涜いた宗敦ジ争によって，

匡1内．ノ三売が仁」諸で1）った’i」．n／J．二’｛宍しなくて

はならな一6・ったし，そ．つた；うリシュリユーは重．

商政策を強1ヒし，フラソスつ三と5大きせ，フ

ラソスに，そ三をtたらナニヒ三“必ヨで∴った，

このリシュリューf’　’ 7後，二穣．］て、ちっニマザ

ラソがフラソス）宰相に苛［任した、彼ikリシュ

リユー∴政策を；ζースし，絶苛主菰勺政策t”一［；

強1ヒした⊃てうっt：，’之⌒．宰：≡・、三はにはフPソ

ド・D乱などがうっ）こが，こ・つ事悟こ王剖を強化

すろ契機となった。1孟済が豊う、になうにつ〕／，

フラソス⊃文1ヒニ→繰そつもワヒごって，所謂
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バロソク時代を生んだ，E7．　”．ξ二こ・つ17世紀つフ

ラソスは近代思想史に三って，もっとも重要な

思廷家でちるデカルト，パスカルを生んだ．⊃で

ちった、二つ時期につ’．・・：「絶対主美．ゴ寺代，

ユ648－1775年」（．TL・d「aitrice　As！zLey，　the　Age・f

Absolu．tis・7n，］974）を言わし」iモーリス・アシュ

レイは，17世紀にお：庁「コ欧科学と哲㌻ご、・う

項已一二．なかで，デカルト・り教㌫は，－ti’：こ的には

：承認三れなかったが，西巨世界を支配しで．・る

ことを述べていた。しかし・レイ14世lk，当時の

宗教儀式て，デかしト∴遺該を埋るこtを正否

したといわれていたc17．世紀つ後半ば，率直に

’、・ って政治科学よりし遙7；に亘味ち⊃ことぱ科

学的知識が向上したことてらっご。

　17世紀フラソスつ偉大二宰栢て二ったマザラ

ン⊃死とと’”　，に，ルイ14世⊃直芸．口な支記が開

始された。彼れは絶対的君主としてモ亨口したの

であっご，7・レで14世」を．言いたユーベIL　．メチ

ヴイエ［1，’レイ14世を評して「ルイ14ig：．二11：t

，÷な形て・つ君主そつ∴つ，一種⊃言三三的全体主

義つまり他つ主遠者にとっては1つ⊃ユ里已じ態

でちった∠三ヒ統治⊃仕方二、・ってt、ピ．ご、つ

を具IF一しI」：」　（白」こ社，　ク七ジュニt三Sヌノ．、）　と

言いていた、辛直にいってルイ14　iE’，ニニニ三支

賑も吉ったっ5ろ人は！レイ14巴．⊃世紀は，外ヨ

ははなや．う・で．ちるが，中身は．ニミ乏三世紀’iヒい

って．・る人’：、．ちっr：⊃そ．・後フランス．．川〉崖主

三者f　・るヴ寸一’レテール．L．：ど，こ　，・レで14．世

L，寺代ご．：1写し「ンで14世を≡三拓し，思．＿、学問

二到lt一て1、＝：．ご二．’日え．．づ奨F告ニナー’いて，1－∫ノ＼

二ご三さい人言こ∵こ1｛敦一，　1・rl，ず二言一こ！／ころ

旨を弓工調し，人道（ヒユマニティー）に’iiせ

ろ点ては巨一LT’言主三っといって．，・一1・」（千ll酒

．：二言言二⊃∴つ’gri．三三1，ルイ14＝；寺ilくとヴtル

テール三1『⊃14世㍉あ．三：〕に：、÷ぐれた君主てち

ったため，彼を継承し．’：15世，16世時代に’．Qっ

てうま・．1二：∵1二：（ちっt：　’：・う，フランス：∵：合ご



一 20一 二紀三L三会芒三・六星L　，Ez

1”．’来Lたと1、・うべきて　’：　，zl．

　フラソスにべ1．づ：＿㌣三義支配を攻二『｝－Fl，弐

呈とLて菜洋、∴二∴一∵．三ヒいう言芸を使用Lた

学㌣：㍉巳三fr《モンニスキニーてちっ三（注）ご

　（注）工三三三もウf。トフォーゲノレ．つ「三洋曽

　　t．E　1？・つ三：：∵ニジぞ’：．．ミ．つ三）とがきに次つように書

　　いていた。1：ま干，そンテスキューつ「法⊃清＃二

　　（1748）つづ．．xてアダム・スミスつ「宮［≡コ，」（1丁76）

　アジア研究においても二斗学派をフ・文すろが「ア

　　ジア〔勺一ギ㌧ヒ；ごを，そつ胃克的なヨーロッパつ

　　’3．㌔主：：ヨリ㌃＿、『つた三二）：二二三するブイジオクラッ

　　トつフラソソア・ケ’：　一　．D二字iヨ．つ言川主lft」な

　　ど，こんな緊こ．つ’㌧⊃もちるとはいえ，，，ミじて三

　洋的社会○‘三〇．二を，幽二ち三る，そつ’：代のヨーロ

　　　ッノく．つ一三「；’ii，、二採三二ともに，　？三三iと支ご己・＼．つ、．子二も

　　そつなかにほ．つかにみえる；といって191’三にな

　　ってマ’レクス⊃三㌻などをつけ□えていた二

　石「芋主∴’．，左二考てユ；ろモソテスキュー二つ

いて“‘研究：㌔三来可三：1三室な研究蕨果つつ

三れてLNf：　ヒ1にニソテスキューでこ会学約

価1－t：二充一口h’で．ゾ．テ’＝・レケームつ「モソテ

スキューヒ”レソー1Jミは最二ではレーモソ・ア

ロンJ）「是’？思ご“．二流」て取扱ったモソテス

キュー1＋叱㌔ど示唆こ．．：メ．三もつ1’．・うべきて

キ．；1・Pl、　1ノニ三：会学：ミ∴．后完としてザイトリソ

が一イデナロギーと」7i：会学㌻三告つ発主」でヒリち

已て’．ゾそソテスキューこ，三三代1：1：会　左三三

五司二∴じ：そンテスキューを一こ克．11こ示し

たも，”，　：fち・．『｝う、iく二≡イトリンがモソテス

キュー∫r「．て亡う∴：卍±：勺遣竺’ら解s『之し，

社会，．ご1ジて二三二二二こ．lrJと十る態変を高く

言二’～ごい＿ ”二℃・、⊥二　（、Zeit｛i｝1、　Ideo1ogき・a’nd　Dc－Jclop－・

7ne71tげSo乙∫α／τんo／lvr　P．ヱ2）：

　モンテスキューが∴，ここ．：．な’㍍二ちって！1．　－L　ll

した巳／．三を1，め／一て、・『’→＼よ，f支つ＾：：：迭て．5E

「法’．．、：：」：づ，学、、、．「．口：二：二あって《：二ご言「τ1・

究とくに比較方1二、をi’”’　’トこしたこtてある，

それば二り’「法一弓；」こぷく三れ三自白主

1：と1．二已d”t・実二．㌧：た三・つ手巨ご三完して

いたこ1て三っ三（B．グレトウイゼンニ井上r＝÷！一

Nハ，1

二　「フランス革命の哲；’」参『一’）・

　㌦を号有つ巳史家として高く言信三れている

．r一マ主衰論」によって示してい一，ようi：，

役はフラソスを離れ，1720年㌧・ら1731年にか：÷

ニナーストリア，ハソガリ，イタリ，イギリス

こ．．・うように遠い土麹を歩．・て各已を見学した

こ1が彼にヒって貴重な体験となったし，二の

∫：行は彼⊃実証的研究に役立つ資料となっご三

　というべきでちろう。刀冷，役は東洋に旅行

∵二こと二なかったにしろ、近代フラソス．）実

信乞心）くまで批判するためペルシャ人をして

フラソスの社会を忌揮な（1七判を企てたこ，．りが

ぺ’レシャ人つ手廷でちデこ一二れ二㌃⊃名

三こいやが上に1，高からしめたミ、．つてうっ’：．

こう三述はまたたく問に売りつくきれf：、とい

う・うはこつ著述を運じ，東洋的．1点から，フラ

ソスつ生活，フラソス⊃：1捜を口察するt’．・う

方法を使用しご㌧、つであった（ボットモア・ニス

ベット共編「社会学的分折〇三史」第一章18士氾乏）社

会二的三；’参’3）。これら・つ三、’述から見るtlぎり，

モソテスキューはフラソスつ絶．㍗主美体．．口り1己

IU」パ式器として東洋的専．tり主義つ擬念を旋田し

たこ○というべきであろう」ソ連マルクス主∴
t

t 父プレハーノブが指芒した＃うに，そンテス

キ＝一つ社会理論，とくに自然的条件を重要11

しゴニ思想一たとえぼ政治体川に重要なち1－｝泣有

し二いるとこ三ている地理的因子に力点を置、’た

：㌧玄などは，そつ後つ思竺家に多くつ三化を及

ほLたというべきでちろう，アジアつづ理的条

倖三アジアの専制主美・つ関係についてのモソテ

スキューO見解は，とくにドイッ．つ思呈家に7」

∴三与え」：といわれていろ。更にイギリス．つヘ

ソリー・トマス・バックルに直接ニフ三を及ぼした

といわれている。パックルによると，アジアID

政治討這令は，土地，気侯，食料に関して．つ自

1．つ三≡三’言さカ；，　ノ＼口：三≡1剰をま：｝⊇き，　　こ二i！プ1“f！ス季善三

｝；：llLくは専制主∴⊃享実を決ごこす：二三じて



）1Ui．Lh　　ユ9S1 フ弓ンノブ・ント研完≡弄○ノ＼々

、・ た。

　モンテスキュー．）采洋rl（j専副主義，こ関．：ジ：拐1

念を漣承した．つは，ヘルベチウスでちった，し

かし彼はモンテスキューつ地理的決定論：こig“”

成しなかった，更に東洋的専割主：定’三三を巨

、用した∵之ニコラ．ス・フーランジュてT’・4r’：　，

ブーラソジ＝二，コ性つ進歩に力点をr．・三自

だ法を支持したものでちった。

　17．世紀から18世紀になって，中口に派1＿され

たジニスイットつ宣教師たちは，束洋的写制主

茂つニヒに関し多くつ1『R告こ述べてい㌔，こう

した雪情につ’、・ては東洋史家つ石田幹之助言士

：1昭和17年ごろう著書「欧米における又亮研

己」（t」元社）．’．にこか．　最拘．つ含文で具ぱ［ぶこ三

≒こlt　tJ展5目をナこご」：L　『：’．＼tこご　と　く　：こ教1二三：：：17世ご

つ状況こついて次二ぱうに主べてtL・二「宣教箭

⊃支那研ンご．ミ17世紀．つ万：こ入って更に⊆進を見

るに王っtL。これは主ヒし．てフラソス宣教師つ

努力∴結京てちったうミ，こ・．己㌧ニヒして二こ・つ

三ヨ．・．・対幽膓；ミ：じエ｝女策　’　積〔極～fヒを　’ii：：デ）k：ナ　：虹　1ご　ゴこ　こ）

｝な，当時．うフランス⊃名宰相ユルベールばルイ

ユ4日：を動－1・Lて大．．・に勢力を1申ば三んとし，そ

⊃∴三1，こ⊃一㍉一一て……」（前掲吉・1．頂ご三．二）

　17已己，二巳．用さ：じて’．た，こ’）専制主．＝，．ご⊃．斑

念は18世紀に．二ってフラソスつ政治的三面1：積

極的．二使用これるようになった。とく：二1735年

つPさre　Jean　Baptste　du　HaldeにょるDesc－

ription　g60graph三que　historique，　chronologique，

politique　et　physique　Lt　Empire　de　la　Chine

et　de　la　Tartarie　chinoise二言名て㌣．，二．！

はイギリス，ドイツ，ロシア語と司．’ミ三れた，

ヨ∋・ソ．パ各地て周㍍1）’”　tつになった（ユfari・ηZ

SαてCげ，．X1αrxi5・nZ　and　thθ　9Ztestion　（）f　the

．4siatic　J∫ode　（）f｝）rOduct・iOn，　Z）．19）。

　フランスつ中国研究’t，，ヴォルテールとFご忌

百学者たちによって最高口二達したこ’．t　／／1．㍍て

、・え。二．1．・伝綾は童賢主芸〉たちによって巳言
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され，中．二iをフラン；ご．．・し二．ll．，」なモデルとして

考えた．つであづこ。二．：中国二関する研完はフ

ラソスばかりか，ドイツても己況を帯びてい

t：　”，とくにヘーゲルは，そンテスキュー．n方｝云

：こつ’．㍉．：じ、ご、、1二るじ・を払って1．t：r－」ミ的．二．．・つ

て1g世紀．つ政治的Pマン主三⊃云治約自口主」ll

は，そ．）］　’想・）：ス喪ニアジア三社会にた、・し，

で支らが」2’、、てい）：イメージt’t∴r）白来したt／．．つこ

こ〃　」fi ／・　、 」

＝イ．＼・、：こっ

　東洋的丁制主べ二二．主∴本二jttして分｛斤L；：

うとしたつは，イギリスニ攻治径済学者たちこ

土った。束洋的一r・’」主表二そデノレ・を†屯然たる，1

済二ごにll（明を示Lた．∵ミご：三論」を書いたア

ダム・スミスニ：tっt’．こ．スミス：ミこつ二い．”（　”∵

か二，アジア，’ 言三こ1二ご三一＝ソバとはい㌧じ

るし：三った蒜外1三，∴二ご美又や印．度てはこ

渓を主くむところ∴二家．二よろ公的手業などに

触れていた。更にJ．S．ミルは，アジァ社会．t’1；

本的な1寺質を、．iく威．．≡して．．・tこ二更にアジア｝：ヒ

会を一亘体系的にご析Ltこ．は司じ1：」代⊃リチ

ャード・ジョーンズで㌻つ．た，こ．つジョーンズ⊃

東洋的専制主，ピ旦景ジマ・ンノス三偲：二こ六き

な二化を与え二三一む二てい三、主中，1三溺つ

問題三アジア的専，．主三ご：．9　’iとみなし．：．・ろ

ジ．ヨーンズ、⊃．見」1｛は，マ’ンクスニ，また後半ウィ

ットフォーデルに1．：一三．∴：二与？．ていた（．1・1・v・↓・〃z

Scu’er，」・faア’．VilS7？l　ancl　the　QttestiO？Z　of　ihe

二4siatic　J∫ocle　of　l）ノ“o（｛uction，　P．39）　と　ミ1こ　二

Tll’．’）問題がアジア．r．二三三会を理鐸す」：．；：㌧）

つ重要なキ．イF．、E．｛t　－f”・J：．二kニウィットフ．：．一

デ　’）中国社会を二三・つ1二本つ芭題て三・：．

こ「Lk・：）隣］題：よウィソトフt一デルつ芸三：二二

重要：．役割を示してい三ぐ・：“’，中〔⊃学吉

でも同じような二㌦・プニ接二した者も多い，例え

ぼ中国・つ基本経済と；二江二書’、・た翼朝鼎こそつ

六三的論老三）一人て．三三・（C／liao－Ting　chi，　KCy

EcO？ZOiniC　A7・ピαi2i　C12〆ノκ∫ピ　Histor．v）。　と．くに
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ド

究后学会社学大星明

本吉：．二た’t・しウィソトフ’t’一デノレ縛：士は．悪切な

殿文を書き，二∴力作三中、〕の経済的・社会

的・政治拘発ば一．鼓こ，事：要ご，持口を，科学的：二

分析Lkうとナ三1．人．，な試みヒして，心かう賛

成しているようて．ちる．そればかりか，こ．つ研

究は中回⊃過去及び現花を直二理解＋るために

は，こ）上もな（す：要な．，［tli←－f㌧『：）といって，

糞㍑：士・つ〕口前乞全1τ「1的に支持していごようてti，

一

．r　二　）．ゴい’ノ1．｝1題．二1．］L，　ウ・ンメン教授もウィ

ノトフーt’　一ゲルtトインビイ教仁⊃見解を比授

L．：㌘ら，田言‘方∵一二二．ミ的どζ料に三んて

い一二とを述べて．．・ゴ‘二（G．L．　U！〃lc・　rl、〃ltT　SCi－

（VICv’of　Societき・、　P、3｝3、

A「マルクスのアジア観

　マノしクスとニンゲらス1ジ引式三巴社会．二」1味

を抱：ようになった’）は，1853∵以後てちっ

こ：　ウィッ　トフす一デ・し：k三一三：J“’「東；1＃、J］　j専

制主？，1三」（Orienta／1）esPotism）　⊃なかて，こ

．↑

・二とに関迫Lてば㌧こう二述べていた、「マ

ノレクスがアジアぼ二含『［熱烈な支持者として登

場したつは，う・れ一J’．　1ロンドソて古典学派経済学

l／研究㌘再〕1川．てヅ・∴に二賛・った」（ウィッ

トフt一ゲル，前掲書ぴこ契）－1．kR頁膓二三）：マノレク

スによると，列強資本主才こつアジア諸国へう侵

入に．うつては強大な．呈日主∴的国家てあったイ

ンドニ中国を根「ごかち弓三覆Lてしまった一）であ

った／tことに中口社会：ミ強力な玉巨隊つ力によら

ご　（ても，安緬な商、口，，：：堅1宇な万里⊃王ゴをう

ち二わしたといってい三マルクスつ言葉は、言

1．・ 三きから／rlヨ：ニニ三そ三て王、．T’，　livi　mp：二嬬ξきつ．．・

ていた言葉てζ門三　こパこ：ゴノる意味て1789年

∴・フラソス革命．ここって［月始三れ三一「ヘーゲ

ルとフラソス革／㌔た書．・三ヨアヒム・リッタ

ー り著述によろll　，フラソス革命は，すべてざ

そこに基礎を持つニヒニなっていた⊃でち9　．．

こ㌧フランス革令こll1．き口こしてヨ＿ロッパ／下）

N，，．1

至るtころに三命運動が生じた。「［i‘ノ・∴出来．

をここに羊細に書くことばてきな1．・が，ヨーロ

ッパ各地に波及した大革命は」血な撒ぐさ層．・、王過

L’辿りながら，大体：つと二ろ終止旨：をう一，た⊃

に1848年てちった。それ三けにこ’＼’1848年とい

う時期はヨーロッパ．）曲り角乞画したと1．・われ

ている（良知力編「共同研完一1818｛F吉㌃訂ならび

にジャン・カスー言野↓三1巴監：T「1818T’－2汀革命○

清神史」参ご）。二つ革命還動つ敗北後，マルク

ス．；＝＝ソデノレスと共ニロソドンに亡命tL一ぎな

く三れた⊇後二とってロンドン．－1三活二短、・tt

こ・と思わぶていた三，〔二々な㌻情’㌧、1883午

3月14E王豆f受t’つ．口、を：1きとEl「撒て，　ロン　ドンて

逼こしt：．Dで“」っ“：．

　マルクスが大三らPンドンにしって，此処
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　ロ　　　コ　　　　　　　コ　　　ウ

て死ねまて⊃「．，役1こ波澗じょうじょう⊃実云

生活を言ねた㌧⊃てi’vったこLかLf’，　i’　’i：t’；1味て

はロンドソでは小康状ゴて：，つ三二二1、二t、，決

して暖衣飽食⊃生活でばなか・．・た，ときには自

分・へ着ていご上衣を質屋に持参したほビ．ア、貧乏

T’

・ビん底をなめたほビてちっご．

　マルクス．り生活り糧ば，アメリカ、’大新聞

，ニューヨーク・デイリー・トリビュウソ」に寄

稿し，其処かっ原稿料が来る．’が収入氾でちっ

た，R。J．ロソゲつマ・レクス伝にt：ると，マルク

スはアメリカり新聞に原稿を送ろ必1要う“）、戸

際門題三論じなければなうなかっセ，そ∴ため

自己つ研究分野を仁大する二と乞）1こなく三れ

二r‘てあった、イギリスヒいう島日て、T’」マルク

ス・二主活が，信人、司こ㌦家庭的にt悲劇てあっ

三にせよ，それは彼⊃人格をkり．こ全に13馴εこ

せ、十二分に発揮こせ，彼つ主’；：：㍗キ本論」に

完ゴな学的価言をた・たえるこヒヒなっ三

　マルクスrl：ヨーロッパ大陸メリロソドンに亡

合してかろ．つ彼づ生活を調べる’：．），私はP

ソゲ∵）「マ・レクス伝」（大Fl書店），フラソッ・

メーリソグーつ「マルクス伝」（大弓書宙の国民文
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「萄，さらにパーリンつ「カール・マノレクスの生

浮ヒ環境」（中央公論社）などを読んだ⊃てあっ

二：そ・⊃結果，マルクスは新聞に寄稿するため

にイギリスの外交政策，植艮政策もしくはイギ

リスニ政治などを克明にしらべたつであった。

Ptンドンに亡命してからつ彼は本を買うなどの

金銭的余裕は全くなぐった二つて時間・〒｝許すかぎ

∵、大芙号物館⊃図書詰に行って此処つ本を借

：1 て読んだつであっ三、こ⊃図書飴で読んだも
一

は、ミ’レつ「廷済学原理二，スミスつ「富国

三一，ジ三一ンズ∴－lntroductory　Lecture　on

Political　Economy二，　tくノレニェつ「旅行記」，　ジ

エームズ・ミノンーつ1インド史こて二）っ：こ（ウィット

フt一ゲ・レ「烹洋的手罰主義」の邦誤4ユ8頁参；環）。

そ㌧結果，それまて明確な思想の持ち主てなか

ったマルクスはアジアに関ナる見解⊃持ち主と

して登易したといわれている，これは彼がリチ

ャード・ジョーンズ・り用いたアジア的社会とい

う呼び方から強’、・影響がちったとみるべきであ

ろう。彼は経済学本来ヅ仕事とと㌧にジャーナ

リズムに関係を三っ’：ため，現実的問題ヒとり

くむ必要があった、とくにイソドに関する深い

国係をもっていたこ・である，二：つこヒについて

マグレランニマ・レクス1っインドに1掲する有名な

三薬「イギリスはインドて二重⊃使命を果さな

けれ三ならない。一つつ破壊⊃使命であり，他

一つは再生こ佼命てある一古．．・アジア社会を

1るミすこtヒ，口洋的辻会つ物質的基礎をアジ

ア、二すえることでうるtを掲げていた。つまり

イギリスつ資本主義はイソドニだ．・し，一面進

歩的であるが，反面破壊的であることを明らか

こ示したものてある（マクレラン「マルクス伝」ミ

ネルヴア書房版288頁参窯）、最近小谷巳三之氏’つ著

；L三・レクスとアジア的生産様式批判」（青木書

Vrr）ニマルクスとアジア研究とくにイソドの研

完に関し克明な研究をしめしでN・ろヒいうべき

ニコろう二小谷氏によると，マノレクスがアジア

一 23一

に強い関心を示したのは，アジア的生産様式て

問題になっている原始的共同体社会の解明とか

かわりあったようであった。

　私もに1制中学校時代猪狩史山先生より，ロー

ド・クライブ伝を英語の時間に教わったとき，

とくにイソドに強い興味をもっていたが，その

後イソドについての特別な研究はなかった。僅

かに戦時中ブーグレ教浸の「インド・カスト制

度論」が邦訳されたかご），このカスト制に関心

をもって戦争に臣力しなかった理由で廃刊にお

1、・やられた「社会学徒」に「インドカスト論」

の小論を掲載した思い出もちる、（「社会学徒」参

照）

　最近，「国際社会学叢書」（ジヨン・レ。クス教

授の編集）はその一冊としてラックナウ大学の

社会学部のG．R．マダソのイソドに関する著

書「Western　Sociologists　on　Indian　Society」

が出版された。これは，いわば19世紀から20世

紀まで1つ主要な社会学者によるインドに関する

理論乃至は彼らの社会観念を纏めたものてあっ

た。とりあげられた社会学者として，一番最初

にカール・マノレクス（1818－1882）であった。

ついでハーパート・スペソサー（1820－1903），

マックス・ウエーバー（1864－1920），ヴィル

フレッド・パレート（1848－1920）などを年代

順にヒりあげたものであった。社会学の分野

て，こうした研究つ著述は極めて異色のものと

いうべきであろう。小谷注之はその著「マルク

スとアジア」のなかで，マルクスが展開したア

ジア的共同体に関する所説について詳細に論じ

ていたが，マダソもこの「イソド社会に関する

西欧社会学者」のなかて同じように，マルクス

のイソドに関する見解のなかで，マルクスがイ

ソド社会の歴史的発展において演じた村落共同

体り役割をとりあげたつてちった。

　マルクスによるヒ，これらインドの共同体は

小さな組立をしている，独立した共和政体であ
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って，そつ世界観は，極めて挟匿かつ迷信的で

あり，しかし灌概のこと、こなると中央政府に依

存し，国家的問題に関しては全く関知しないが，

侵略老：二たいしては反呈きえも加えな1、・ことを

あげていた、しかるにイギリスの進入とピ、に

家庭工業が破壊されたため，こ・つ自給自足の共

同体は：」、｛体さ≡られごというので’）ろ，しかも

こつ解体は，新しいコミュニケーション手段k

して社会的革命ち招来しごつでちった。マルク

スによると，こOインド・う村落共同体にたいし

二つ二理由がしげられていた。そ○一つはイソ

ド民族は大三な公的事業については，すべて中

央政府にまかせ，芸業と商，云．つような生三は∴

ら：’①る領土｝勺に二：がっている。こうした状況は

遠．・違去から発生し待パな社会体系，’．・わ口る

村落体Uを形づくっているつてちった。更1ニマ

・レクス⊃イソドの村言共同体に関『｝一ろIL『－Jミは詳

細べ’：）：▼）て．ちった　（G．R．　A∫adan，　XVestern

Sociot・S・ist　O・I　lndia　n　SocietLV，　A　11）∵マ・レク

スがヨーロッパ以外つ地茸に限をむげた時期ば

1850年代て方っt：。とくに彼がヨーロッパ大‘：2・i

からロンドンこ亡命し，ここてイギリス⊃学老

たち．．’研究書を言んで束洋諸国つ二情を迫つ

て，　ニニ、一ヨークーつ碧〒1陵jl二：］コ［」とニイソ　ド．つ’1青Tl］

を書1t・i：　，：二．つころつマ・ンクスとエソデ・レスつ

交庚文書から，マルクスがフォスター・つアラビ

ア・り歴史地理（C　Foster，　A．　Historica｝Geogr－

aph」’　of　Arabia）べ・レニイニつr∴行記」（Be’

rnier’s　Vo），ages），ウィリアム・ジョーンズ爪

の「東洋主蓑者二（Sir　William　Jone’s　The　Ori－

eatalist），キャンベルっ「乏代インド論」（1852）

（GCampbell’s　Modern　India），チャイルド／「）東

イソド・つ交易報告」（J．Child’s　Treatise　on　the

East　India　Trade，1681）　フtソ，ノ・ソメル，　J．

ミル，トマス・ムーソ，ポレクスフニン，ソル

テイコフなどの諸書を読んで，中国一1）でンドに

っ’v・て理解を深めたもつでちった。

No．1

　マルクスはイソドに，刀し，彼ニロンドンに二

期に亘って滞在してい三ご’＿：÷：二，直接経㌧パ1ご

ことと，生きた資料が入手てL－’：　・ii十に，　r．1，　・

もて物二1］1∵寸る悦い方法J‘　11i．灼把握二．盲二二’　i

lナに，　］1三陥：なイソドつ’こP三1こ；茎Lごと1．、うニヒ

がてきろ一マ・レクス・つ東洋、こついてつ知言㍉：，

大いにインドばかりで．J．：1．Tl中国：コ刃Lて∴

椙当な理解に達Lにこいうべとて．ちろう．

　マルクスこ中国につ．・て∫に’：．．問題になって、・

ろ・つir；．’・；．》tl「アジア的竺三様弐J／J」二　、

る．

　二．恒日U．二vつ．．・て二i’1二㌧、t・“）てtlり’；）　i　；lr）

ヒ思っている　ー、⊥込てニロ三二．一〕問題が一：会

科学．’°亘史∵∵馳）≒野て㌧i．・）て三題になって『・・『：，

：つて，こー’／二二に閃．三㌧ン’：一’強；れておく一吉近

マ・レクスこアジアrl」生．三1二・∵．．iについて示唆．”／

，t『’ ㌃文ては，トム・ボソトそア教J三が綜‘’11．

二　「カール・マ’レクス＿　（Karl　SMarx，1979）　．：

1’1ぶされ・二　／ジ三一ジ・リヒストハイム．、”i

文て“t，ジ’i’そJl　Lに．と．．，’ヒマ・Lクスが，二じ　）

て「アジア的，古代灼，；i’tt’；㌦コ代う江本1二s

的生‘三蒙式＿　L．・う四つ．．．パ㌧二三：）ご．げ，こ

・つながに紡の．：アジア；ら上二，t，：二乞打ち出1－：

ニカ：，「；己三’．▲P亨：iL「t　Pj　‘ノ1：三｛．．＿＿（1S59）　を歪コ：．・た　二　三

で’．）〇三：Lと・L従来マ’ンクス「）「アジア的三

産様弐」につ’．’tて㌧，マ’Lクスロ身．二よ⊃詐言

力：なう・．っ’こ．三パ，　二．t．1；；1［IIIiこ♪こ．・し意　．．1．1：ミニ

甲論乙駁が七じて1、・二：’し．ンこ．，この問題幽三

呈ミ灼に真剣、こと：’　・t）1・㍍うれ二こ三」1は中国、こ，：今

・
つ波が高二弓しt：ときて∴，った：．こくに中1；．i・享命

・つ戦略的戦㍑liり問Fこ］がぼ題と二ったとき，こ　ノ

アジア的生二濠式、：，i言に」こい☆・正言な鐸、、をZ・

要とした∴こ　），　二：ずしい言話寺辛㌃：く：）ひろ：デら］L

た．⊃てちったr，Lかしこ・’）問題二，端的に．．・う

とソ連ではスターリン時代には全．（無コ三：i1，

全く〃すんてしまった。衝］；｝にいうとこ．’ニア

ジア的生産様式論」．三マルクス主義『）乱念∴ら
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消えさってしまっ1こ．つて≒った，

　マ・ンクスが「経済学批判つ㌧ジ’口にぽ11S二

じた「アジア制生三様式論二ILk乏多の変這1を重

だつつ浮沈⊃運合を辿ったが，ウィットフオー

デ’レこ戦後．『）労作「束洋司繭司主的」⊃なかで，

こ　閂．題を工めてと1：1∴：÷ていろ、それ三けに

マ’Lクスとウィソトフt一ゲル⊃運論的つなニミ

　r．rど．⊃問題’．こなつ・．：．、・1．うでち二（s’‘一，）二

　　（主）　とく、こ仁二会、三．つ．”Lt；．．てこ、つ三琶をとりあげ

　　ている⊃はAnne　M．　BaileyとJosep　R．　Llobers

　　、⊃妻いたごt一ル・ウィットフT一デルとアジア占

　　三三様三　llそ、．）三，：tl　iri，＿（The　Sociological　Review

　　VOl．27　No．3August，1979）など注巨すべきも

　　⊃つ一つである、マルクス主，渚として．りウ，tッ

　　トフォーデルはいろいろ1－：L　’1」を蒙っている，∵，1ム

　　ニこヨ，ニューレフトZ；、二するニノンンスト・一マソ

　　デ・レも次のようにウtノトフーr一ゲルをい三緬して

　　’、・た「ウィットフr：　一　fル，つJit近O〈大庁）；こは

　　一’：らかに科二吟的客三C二がこけている。とにいえ，

　　マルクスとエンゲルスが二要．‘．㌶．つなかて，工潔し

　　ていたあの二三⊃．亡味で1アジア的三窒様弍》特

　　、’」つ［主柊をす：1解するため，三ミニニ）鍵と二なる．⊃は，

　　．、i・ぜんとして今日まてのところ，彼、つ．自’い．〈、作，

　　1931年に出ぼされたニキ：二つ．二済と社ゴ』である

　　ように．こわれる（エルン．スト・マン．デル「カール

　　マ・レクスーξ］口’」’から．二吉論・＼1河出言弓新社

　　，，〈168頁Jy，．，i／）

　二きに一一寸触れtこようにスターリン．が．しζ・）i論

文r弁証法的唯物論と山的唯物［，．ヨ」．T）なかでマ

ルクスのアジア的生牽様弐論を反論した）て，

少くt，L，こづ問題：三ソ連て．こ終了Lたもつつよ

うてちっ’こ，1一かL1955年以後二弔i］題を再．度

と：1’げるkうに’・った．）lkフランス．噂lll誌パ

ソセであn．二．こくに二二田題について．’）貴重

二文ゴは，われわれ・う1先輩客日］喜一代治先生が編

㌣された「アジア的生．二様弍．り問．題」（昭〒口．11年

刊三喪書店）t羽仁巳子沢　n”F．テーケイ⊃「ア

ジア的生迄様式」（1971　？一刊≒完社）が口火を切

． っ．
こ／，．つといわれ．．二．．た⊃其つ後ブタベスト．『）

Akademiai　Kiadoから発行さll　l“：「アジア的生

亘様弐論」（On　the　Asiatic　Mode　of　Producti一
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on）な三が：JiLb．つ見6翠につ、・て一巳教え二．く

れろこ、1⊃が多：りた。しかも「パソセ」コロ文

を通じてこ・つ問題ニー同興味を抱かせてくれた

のは，程、バ多年尊’スしてい三二辻会学者本ヨ］’二代

治教：でが，法政六学つ社会学つ授二て二つ問題

をヒ・、ちげ“：と．．’う事実は，社会学三を寺之し

ている私に：ζ，主たとない教叩を与．え一：1垣’：

’1

．・ ヒ1、・うべきで㍉る。

　19，qo｛r－：二宴∴1ウ’レメソ言女授；こよJL．－deイ　ノ　ト

フす一デ’ン・・．記竺論文」（Soclety　and　History

Essavs　in　Honor　of　Karl　August　XVitffogel）

：こ〒］激をう1＋，フラソクフルト研究二こウイ．ノ

トフす一デ・しにつ．．・て研究itつづ：））こづ、そ．’．’

際参考こ供Lti∴⊃はメリアン・ソワーて史．．’、

「マ・し．クスご三三三アジア的生圭請一てちった

こくにソワー．教授．つ本書からソごコ景：三．二吠況

につ1．・て示唆を・Ti　i十，最近．りアジア約生三喋弐

こ関すろヴ7’レガ．り理論を知っt：　T，て⊥った・

ヴァルガがそ．’rr：「資本主二三済学し．・許詮題」

）”rかで7ジア，．」生ヨ三様式≒6をと’」t．：ギニ．．・Jl

こと三1970年に発刊された・」、林良．正教授．＾1「ア

ジア的生辛様ゴ万’究」（大弓書店）によっ．て知っ

てい」．二も．”一当時．ミこ二つ問題こ強い関心㌘：・つ

こと．1な．1．・・）たが、更めてSwaer女．史：二．L一っ

て　ヴ　ー戸　ノし　ニハゴゴ）；］号q司　］≡］：こ　ヒ　：つ　く　む　ニ　　ヒ　ニう：一て　二ir　：’こ　．‘）

てちつ：

　戦前からヴー’t・’レガが中心になって了当テL三ゴ」

界情一し｝に！1　」’一ろr四期年日」は，二い置．1Lみ

っづ：．すたも．’．ンて六っごだけ1こヴァルガにたいす

う芦近：二＝，彼⊃「資本主」〇三手学パ諸問題」

　㌧容fvl：こ・．：ミす．．ことカミできiここ　とく：二本善二．）1：冬

章ピ，いえ’lrアジア的生［引蒙弐について二．二，

ソ．こて、㍉乏円に亘って断罪され，忘れさせて1．・

た該問題を，’LI活させろ充分な理論的展開を行

っt：こいうべきて三ちろう。しかもこ⊃アジア的

生産様式に関十る，従来つおびただしい曼乱⊃

｝三こ原因）1何処：こちえ三）かを瑞り：こ指宇L，彼｝：
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自身一・明白ニー．　載を示したというべきであ

ろうz1964年以来，ソ連う三：界にはこつアジア

的生三様式㌍が”’活したが，それとともに，貴

重な文献が発行されてきたが，これに関しては

福富正叉ニコ：訳された「アジア的生産様式論

争の復活」（モ主社）は世界史つ基本法則の百検

討という：．題．：示しているように，こつ問題に

　　二二主要二文P『を読むことがてきる．つ：二極

めて有意≡なt、’之いうべきでちろう。

「アジづ了生二俵式論」にたいしては，社会科

学il：jこぼ政治学一、経済学乃至社会学などによっ

’二㌦研究が示き一b　一：㌧、るが，戦後はこつアジア

的生←様式詩『重要な理論こに或分子tして共

同体一1．：二著二二るため，歴史学、’・分野からつ研

究が口立っ：、・るうてもる，注会学専攻・’ノ私が

これらつ問題を：］：）さげているとき，こ．つ「□史

学．）♪野に高まってきた研究成果を無視できな

く1・1　一）ているス之もろ。しかし私つ研究不足か

：y　”ごミ僅三．○文弍しか．三げる二とがてきな

　昭和33年ゴ1；．．ぼ君夫氏つ「占代専制国家⊃研究」

C□茶⊃求書の，昭和35年門脇頑二氏つ「日本古

代共同体・つ研究」（東京大学出版会），昭和40年中

村吉治記念、；、1ぱ三「共同体の史的考察」（日本評論

祉）．昭和43年吉口品氏つ「日本古代社会概成史

1　E二（＝さ三），昭和47年芝原拓自氏・1「所有と

生三k式ジlt：ミ理論」（百木書店），昭和49年林直

道氏7「史的唯物論と所有理論」（大月書店），昭

和51年熊野聰氏．り「共同体と国家⊃歴史理論」

（庁木書店）。これらは私の手もとにある文献の一

f；」でちる、と（二塩沢君夫氏⊃著述つ特色ぱ，

こか三でマルクスの生産論つ四段階説てちるの

にf二．・L，五段階という新説を説き，アジア的

生産様式論の中に階級分化を明確に打ち出して

いるつである，この階級分化⊃問題を更に本格

的に展開したも・つが，中村吉治博士の記念論集

川二．こ載せた「アジア的生産様式社会におけ

No．1

る階叉分化」て］1、　C、とくに「古代的生主様式

に先行する最初つ階級社会としての古代アジア

的生産様式を指定し，日本の律令体制まての国

家は古代的奴，SR，制・う生亮様式⊃社会ではなく

て，アジア的生産檬式を左楚とする古代アジア

的専制国家であり，そ・つ・」壊つなかからはじめ

て古代奴隷的生巳様式が灰ノ］してくる」（中村吉

治記念ヨ集5頁参）ご．・う見解を大胆にしめし

たも⊃である。

　今日より約半世紀も遡る昭和つ初期，私は瀧

川政次郎博士り日本法制史つ講義に臨んて日士

つ奴隷問題に興味を三っ“：ことがあった。とく

に．：蠕－朝時i：〈iりが国に㌧奴隷が実際に存在して

い’」　：こをジこ証的こ証明Lてくれた瀧illi．］士．っ

学説に心から敬展し，’：もつてあったっ二〇塩沢

氏の新しい提案にごこいし歴史学界てはどのよう

な反応を示しているかは全く知らないが，しか

しアジア的生崖様弐1に一石投じこもτ）kいう

べきてあろう．二れまて天皇制二つ研究に多くつ

労作をしめして1．・二こ門脇頑二氏によろ理1’J的展

開は，アジア的生産慌式；吐こ；よ共同体．⊃問題が

深くかかわっているだけに，日本古代共同体⊃

研究は，かつて藤間生大，石母田正氏が論証し

ていた古代共同体に更に新しい資料によってこ

れを論じたことは多くつ寄与を加えきせたとい

うべきであろう，吉田晶氏の「日本古代社会構

成史論」も古代にお：÷るわが国つ家族と階級分

化に関連した周到な研究というべきもつであっ

て，しかもアジア的生産様式論の現代的課題

は，このアジア的生産様式にたいし歴史学の立

場から科学的照明を与えたものであろう。尚，

熊野聰氏つ「共同体と国家⊃已史理論」はマル

クス主姜的三史把握：つ発展として，わが国つ共

同体つ国家にまて発展して経過を論じたt、つと

して有益な論文である。

　これまでアジア的生産様式論では，私有が欠

如した段階とLて主張t’れていた三1ナに，所有



Nlarch　　1981 フラン「クフルト研究所の人々

問題パ≡究は極めて重要な二こてある。それだ

け二：亘三学者が所有と生産様式⊃問題を扱った

t’しても決して不思議ではない⊃でちる。芝原

拓自氏．⊃労作はまこtに示唆の多いも二つ⊃一つ

て右るコ私もこのアジア生産様式の問題を研究

しで．・るヒき，マルクスの書いた資本制生産に

先行ナる諸形態をよみ，更にこ」）論文を一層理

解するためE，T．ボブズボーム．つ共同体⊃経済

構造を読メ，て，多くの有益な示唆を得る二とが

できたこそしてマルクスがロンドンに移ってか

ら経済学．T研究に多くつ時間を割いていただけ

に，彼づ経済学的知識が極めて完壁そ⊃ちのて

あると断定されていた。それ故，彼が1858年11

月12日付1’t　’fラッサールに送った手紙⊃なかて

「15年間は生涯最良㌘）成果つ研究だった」とい

っている．つは決して間違’、・で＝なかった，それ

だけに芝日ミ拓自氏う著書⊃前資本制経済発展⊃

論理的廷亘把握は，この方面に貴重な研究を与

えたこ1こ1、・’tうべきてちろう，二れ三：ナに林直

道氏∴’　」；C的唯物論と所有理論二（大弓書店）、

とくこマ’しクス主美と所有理論を読むヒ，アジ

ア的生産様式論⊃追求は，そ⊃研究にあたって

所有理論の体系的把握の不可欠でちろこtを一

層自覚三せられたつである，

　私はこニフラソクフルト研究所○研究が最近

パーつ∴研究課題となってL、るが，ウィットフ

ォーe’　，Lこ関連し，マルクス．つアジア的生産様

弐．こと・：：むニヒの必要性を痛感していろが，

こうし’二三題を研究しているヒき，この問題が

決Lてアジアニ、・う狭い地域三けつここでな

く，世界・ノこ向認識を前提としなくてはならぬこ

ヒつ自貢㌘㌧っているが，そ・つために，マルク

スヒウニー・：一　；）十分な理解をすすめている

六，そコニニによって世界史的認識をもつに至

っご・つて．ちる、二の問題ては太田秀通氏⊃「世

界認識”F思想二方法」（青末書rξ）づ無複されぬ

論文集て「・．∴う、
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V　最近におけるフランクフルト学派の研究

　　について

　最近，社会学史家としてつ私つ仕事はアメリ

カ社会学とドイツ社会学とつ関係の問題を調べ

ることにあった，そ，．「）ためドイッ．つフラソクフ

ルト学派に関する研究乞とりあげている。わが

国でも二⊃方面・つ研究が少しつつ見られて’．・う

が，しかしそれが満足tべき成果として示され

る．つは・今後．つことてあろう。

　芙米つ学会でt，．，長近こ・つフランクフルト学

派に関する研究が盛況を帯びてきている．つてあ

る。そのうち代表的なもつはマーティン・ジェ

イの「弁証法的想像力」（the　Dialectical　Imag－

ination）であった，この原書（382頁）ぱ1975

年に荒川幾男氏によって邦訳され，それヒ殆ん

ど同時に本書つ一部が青土社⊃雑誌「現代思想二

（第5輯）に掲載きれて’v、t：1

　1970イ］三i－i〈：，　毛二、7う：こLっ　と二も感：乞をう：十’こ7上会弓三

的著述はH．ステユアート・ヒューズ「）「the　Sea

Change－Migration　of　Social　Thoughts，1930

－ 1965」であ’ったzヒューズはこの著述以前に

「意識と社会一ヨーロッパ社会思想．丁）再建1800

－ 1930」を書いていたが，本書1）邦訳のあとが

きで，訳者は彼をもっともブリリアソトな史家

として称讃しているように，彼の研究は昭和40

年代前後・つわが国にも影響を与えた｛，・1）てあっ

た，「the　Sea　Change二はヒューズにとって「意

識と社会」⊃続編とも’．・うべきも：うてちっ三、

これはドイツのファシズムつ暴力から逃れ，イ

ギリスやアメリカニ移動した優れたヨーロッパ

の知識人が沢山数えられるが，1930年代二そ：1互

洋人が現代史に新しいものを賦与したこと乞t

りちげた寸，のてあった，この著述でヒューズは

フラソクフルト学派つ重鎮ホルクハイマーとア

ドルノを挙げ，こ〇二人がアメリカの学界に与

え」一こ積極的な活動：二触れていた．第4章「大衆
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≡　星　六　学　社　会　学　斤　，三　辛己　＿s

　！、ヒユーズ．へ‘二⊥．t：一”1’：う・・ノ　・多、　示侯∠つ・o

一　

　．ノ．：一．≠イ

　　こ　ニーズ’．『，；念文：二t　　／　1：・；、二，　1960二≒三iAこ．つ

1痴1アメリヵ．’）学界はヨーP．・パ．．知．、．ま人⊃移

動に関する研究がii手七れてL．・た・そ．⊃移動の

一 一・ つてr）」フラソクフルト’ ン派”i二究㌧＿主兄を

ミせてきたC、．三藻こ換え二1．・う・二，二．．．）u命．こ

、ミづ7メリカに何1｝／JG］，lL　・：　・ラ・ご．・う二1が探

ジ三．F．耐象ヒ7一ってきてt、・シ’．已．1“’．／’・ヘ　シ：二二．イの

ご．1

つ’二’ろ＝二丁ノジニ　　　日

∵1973年で：．，った。それ．’・ら㍊年’

二会．幽㌦ご口二は，　t’っ三ll．手1：㌻べき　．⊃．二二）

ろ”‘，

　1：．こ．．）ところはフラソクフ”・ト学派二関し

所・究ノートを制作してい∴’“，小牧治民．つ「ア

ド・レノヒその周辺」と城塚．登氏監修・うJ．シュ

ライフンシュタイン．つ「マ　／．クス主義こフラソ

クフ，レト学派」などから貴衝．：資i｝1｝・を与えうれ

，　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　、　　　　　　　　　’　　　　　　　“　H　’1　　，　　　　s．　　　H

土：正己的想に力」もそうしニゴ∴C．；元果つ一

　　　　　　　　　　イ．．つオミず：70！］・川1巨され1二日寺刻1

t－‘　　・　　　、　　　．　、　　　　　 lt＿‘　　、　　　　　
「

　　　　　　　　　　　　　　　　1＿r’一二1977≒：

ニフイ’レ・スレーター．yiフラソクフ1ト学派

つ、L2、1、（とそ　　．‘意。．｛」　（Phil　Slater，　Origin　and

Significance　Of　the　Franl〈furt　Schooi）　1そう

：二二∵朔気．『）な1幽・て出板さ川たこ・て，”　t，ここ

　ド三口、私：こ7ドイツ社会♪：三：二ごけろ．．？証主美

者たち．’、1∵」争・＿（the　Postivist　Dispute　in　Ger－

man　Sociology，1976）を実，、iE－1三三亡∴肝究・つ参考

文［、三Lて利用してい三2が，二：1）は1961年ドイ

ツ∴科学的哲え言的サークルに流行．こそっている

，．．」争にた‘．・す⊃重要≡：二㍍・：ごなL三ら．’）であつ

＝．

こ，二⊃論争⊃直接的已涼二、ド．イッ？S：会学会

二ltって1961㌻チュービンtr’ンて㍍さ：｝Vこ会合

二：とづ’．’た噛∵つで，それに二Adorno，　Abert，

Dahrendorf，　Habermas，　Pilot，　Pakerなどつ見

解か収録されているが，とくにオーギュスト・

コントらの現代実証主姜つ前．史を論じているバ

ベルマ．ス．つ仕事など印象的てあったJ

　スレーターつ「フラソクフノレト学派．つ起1口と

Nu．1

そ・⊃意三」　ご言縞二二≡二介するここ二て1：　ごい

が，全体を通じジェイニ）元誉言cとぱ引な，　し㍉も

現代祉会科・学と対決してL・る言要ぷ．．llコニ取扱

っ『．：いろヒいう意味で，フラソクフ’ント“j’派に

つ1、・て組没的体系的知識を組土て．㌧プニナ・．ノ＼

々にバ重噛：文献となるであろう，
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